別記様式第１号
平成　年度畜産経営体質強化支援資金融通事業実施計画（変更）承認申請書

番号
年月日

農林水産省生産局長　殿

住所
団体名
代表者氏名　　　　　印

平成　　年度において、下記のとおり事業を実施したいので、畜産・酪農収益力強化総合対策基金事業実施要領（平成２８年１月２０日付け２７生畜第　１６２１号農林水産省生産局長通知）別紙５の第12の２（変更の場合は第12の３）の規定に基づき、申請します。
記
１　事業の目的（変更の場合は変更の理由）
２　事業の内容
　　別紙「畜産経営体質強化支援資金融通事業実施計画」のとおり

３　事業に要する経費及び負担区分
	区分
	事業費
①＝②＋③
	負担区分
	備考

	
	
	基金②
	その他③
	

	Ⅰ　畜産経営体質強化支援資金利子補給等事業

Ⅱ　畜産経営体質強化支援資金融通円滑化事業

Ⅲ　事務費


	千円

	千円

	千円

	　

	合計
	　
	　
	　
	　


（注）事業の一部を委託する場合は、委託費を内数として［　］書きで上段に記載すること。

４　資金使用計画
（単位：円）
	区分
	平成　　年度
	備考

	期首基金残高　Ａ
	　
	　

	収入
	
	　
	　

	
	
	　
	　

	
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　

	
	　計Ｂ
	　
	　

	支出
	
	　
	　

	
	
	　
	　

	
	
	　
	　

	
	
	　
	　

	
	　
	　
	　

	
	　計Ｃ
	　
	　

	期末基金残高
Ａ＋Ｂ－Ｃ
	　
	　


（注）発生ベースで記載のこと。

別紙
畜産経営体質強化支援資金融通事業実施計画

Ⅰ　畜産経営体質強化支援資金利子補給等事業

１　総括表

	区分
貸付年度
	融資機関数
	貸付対象件数
	貸付残高（単位：千円）
	利子補給額（円）
	利子補給累計額（円）

	
	
	
	期首
	償還
	期末
	
	

	
	
	
	(Ａ)
	(Ｂ)
	(Ａ)－(Ｂ)
	
	

	平成　年度
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	計
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	


２　内訳

（１）酪農・肉用牛
	都道府県名
	平成○○年度
	利子補給累計額
（円）

	
	融資機関数
	貸付対象件数
（件）
	貸付残高（単位：千円）
	利子

補給額
（円）
	

	
	
	
	期首
	償還
	期末
	
	

	
	
	
	(Ａ)
	(Ｂ)
	(Ａ)－(Ｂ)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（２）養豚
	都道府県名
	平成○○年度
	利子補給累計額
（円）

	
	融資機関数
	貸付対象件数
（件）
	貸付残高（単位：千円）
	利子

補給額
（円）
	

	
	
	
	期首
	償還
	期末
	
	

	
	
	
	(Ａ)
	(Ｂ)
	(Ａ)－(Ｂ)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（注）１　償還額には、利子補給の停止の対象となった貸付残額を含む。
２　「内訳」については、貸付けの年度毎に作成すること。

Ⅱ　畜産経営体質強化支援資金融通円滑化事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	基　金

協会名
	事業費
	算出基礎
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	
	
	


Ⅲ　事務費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	内容
	事業費
	算出基礎
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	
	
	



※作成注意

１．変更の場合は、変更部分を二段書きとし、変更前を（　）書きで上段に記載すること。

２．添付書類については、変更があったものに限り添付すること。
別記様式第２号
平成　　年度畜産経営体質強化支援資金融通事業実績報告書
番号
年月日
農林水産省生産局長　　殿
住所
団体名
代表者氏名　　　　　　　　印
畜産・酪農収益力強化総合対策基金事業実施要領（平成２８年１月２０日付け２７生畜第１６２１号農林水産省生産局長通知）別紙５の第12の５の規定に基づき、関係書類を添えてその実績を報告します。
記
１　事業の目的
２　事業の内容
別記様式第１号に準じて作成すること。
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